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正解のない時代のアジャイル開発
～今こそ見直されるエンジニアの役割～
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Characterizing People as
Non-Linear, First-Order Components in 
Software Development

--- Alistair A.R. Cockburn, 1999
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• 「⼈間」はプロジェクトの成功を左右する
最も重要な構成要素（First-Order）である。

“
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「⼈間」の基本的な特性は、ソフトウェア開発に
おいて最も⼤きな影響を及ぼすものであり、副次
的なものではありません。したがって、この最⼤
の影響を理解することは、最⼤の研究課題として
位置付けるべきであり、軽視されるべきではあり
ません。私はこの研究分野を、今後20〜50年の間、
「ソフトウェア⼯学」の主要な研究領域とすべき
だと提案します。

“
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最後の（最初の?）ワンピース



Non-Linear
⼀筋縄ではいかない
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基本は極めれば
奥義になる
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ChatGPT



AIの台頭
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Q.

プログラマの仕事は
AIに奪われるのか？
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コードを書くが
Tabキーを叩くことに

置き換わる？
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知の高速道路
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“



高速の先の渋滞
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“



学ぶことからは
逃れられない
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意思決定
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入力を
ルールに従って処理し
結果を出力する

→ AI

適切な前提を揃え
結果を判断する → 人間
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Agile



イテレーティブ
インクリメンタル
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“カネビン・フレームワーク
困難系

複雑系

カオス系 単純系

混乱
• 専門知識

• パターン

• 調査・探索

• 試行錯誤
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正解のない複雑な問題に
対処する技術
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× 正解
〇 最適解
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Q.

検証すべきものは？
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バリューストリーム
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検証を主導するのは？

Q.
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AIが出してくれるのは
限定的なコンテキストにおける

平均的な最適解



ドメイン
エキスパートの
専⾨は業務
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経営者は
最終責任者ではあるけれど

すべてを把握しているわけではない



エンジニアも
こうした意思決定から
逃れられるわけではない
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結論
現代のアジャイル開発における

エンジニアの役割は
決められたものをつくるだけでなく、
組織的な意思決定に積極的に関わること
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意思決定



35

A or B
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意思決定とは、
点ではなくベクトル



未来に向けて次の一歩をどこに踏み出すか
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現状に対する
適切な理解が
不可欠
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暗記
理解
応用

分析
評価
創造

“



言葉
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“

言葉には差しかない
---フェルディナン・ド・ソシュール, 1916
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• ある言葉が「本質」を指すことはない
• 言葉の意味は他の言葉との関係によっ
て定義される

“



私の赤とあなたの赤は
同じ色でしょうか？
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人は誰でも
自身の言葉の体系
を持っている
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言語化がうまい人

△ 語彙が多い人
〇 言葉の体系が豊かな人
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言葉
• 暗記：同じ言葉の反復
• 理解：自分の言葉の体系に位置づける
• 評価：指向性を言語化する
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「私」を主語にして
好みや願望を
語れること

指向性
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出来事

パターンや傾向

構造

メンタルモデル

“システム思考の
氷山モデル

起きていること

時間的な傾向

パターン間の関係

価値観
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メンタルモデルを
育てれば
意思決定は

自然とできるようになる
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どうすればメンタルモデルを
育てられるのか？

Q.
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• 事実＋αを書く
• 批判は恐れるものではない
• 本／映画／絵画の評論から

アウトプットする
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“
〈ゴールデン・サークル〉は、最初に「な
ぜ」と⾃問することですべてを始めようと
肝に銘じていれば、以前よりずっと⼤きな
ことを達成できるという動かしがたい証拠
を⽰している。

 --- サイモン・シネック『WHYから始めよ！インスパイア型リーダー
はここが違う』 (⽇本経済新聞出版) (p.44). ⽇経BP. Kindle 版. 



人生を楽しむ
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自分を大切にする
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組織的な
意思決定



バッドケース
地蔵
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バッドケース
各論的アイデアの
積み上げ

57



58

Conceptual 
Integrity
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「意思決定に参画する」
とは？

Q.
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自分自身のメンタルモデル
vs

課題のメンタルモデル

異なるメンタルモデルとの対峙



その課題を
自分のメンタルモデルに
位置づける
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腹落ち
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メンタルモデルに
うまくはまらないところは

質問する



バッドケース
過度な遠慮
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バッドケース
過度な頑固さ
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× Reaction
〇 Reflection
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何に違和感を
感じているかを
自己開示する
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課題設定の背後にある
メンタルモデルの
理解に努める
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同意・賛成・共感
vs
理解
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議論を通じて
選択肢を
最適化する
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意見は
反対意見によって
磨かれる
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“推論のはしご

手に入るデータ

データの選択

意味の付与

仮定

結論

信念との照合

行動
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議論
× 相手の意見を鵜呑みにする
× 自分の意見を押しつける
〇 共通のメンタルモデルを育てる
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チームでゆるやかに
メンタルモデルを
共有しよう
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Conclusion
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エンジニアの役割
とは？

Q.
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結論
現代のアジャイル開発における

エンジニアの役割は
決められたものをつくるだけでなく、
組織的な意思決定に積極的に関わること

再掲
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組織的な意思決定への参画

• 自らのメンタルモデルを育てる
• チームのメンタルモデルを育て
ることに貢献する



Enjoy every bit 
of your life!
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